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§1.序
I))

有限温度のピェゾポーラロン間置VC於いて,最近 porsch は未知の方法で

はあるが,グリーン関数を用いて 中間鮭合撃論から期待される結果を得た｡ 我

々は単純vcLee-LcW⊥piPesの方法を有限温度に拡張することによ.り,

porsch と同一の鮭巣を得たO とれはオプティ嘉′レポ-ラロン間欝で T.Yo-
2)

kota が用いた方法を適用したものである｡

§2.有限温度のピェゾポーラロン
5)

L二L-Pの結果 ･より2度′カノニカJV変換した後のハミ7レナニアンは次の

藤で与え られるo ここで運動量の単位として m Vs,エネJVギーの単位として

mVs2菅用いたo mは電子のバンド質量･vsは平均化された音速であるO
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Ldl- ∑ q･q′fq･(bq+,bq+ bq + bq+bqbq ′)I
qq′

･iqEq,q･qJf｡f｡ ′ ( bq+bq',I bqbq′+ 2bqt bq) (5-

フォノン系の演算子 bq+bq の固有値を-Nq とお くo 上のハ ミル T=アンの対
角部分のみを坂るo 対角部分を E(PiNq))と書けば,rそれは (4)で与えら

れるo ここで fqは有限温度であるゆえ自由エネJvギー FT3を転小とするよう｣_

に決める変分変数であるO 叉Pは全運動量である.

E (P,"q}) - ÷(p-EqNq)2亘 等)% 雷 fy2fq
2
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(4)

ここで T･Yokota と同様ポーラロンの運動量 鑑pの一定のもののみを考える.

つま り全運動量Pより free-Phcnor-の遊動量 ∑ Nq qをさしひいた bLp=

p一吾"qqを fiX して考えるo
カノニカル分布の一般論より自由エネルギー Fpは (5)で与え られるo_Z学

はカノニカJVを状態和である｡ (6)の指数部分の肩vC於いて,無次元化の形

よ りmvs2をかけてエネ′レギ-単位VCもどしたO
F.笥=~KBTCnZp▲
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mVs

zp=p{悪｡}expi~宮 戸 E(P,("q))〉∂̀P~誉甲qq~鑑p)
zpは (4)の ErP(Nqi)を用いて (7)のよう隼変形されるo
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ギーは次の (8)で与えられるO

(7)

〕 であるゆえ,自由エネル

Fp-皿Ⅴ喜 ( 掌 - ∑ fq2q･Kp- (禦 雷qiy2f｡+

‡ (誉 q fq2)2 弓 雷 q2fq2･ ∑q (fq2-.))+

KBT∑Pn (′ex,憲 (q+ q2f2)-1巨 1)q q
(8)

∂FP/∂fq- 0の条件 より､弓■qを決めると, (9)で与え られるO (9)式中

の Nq ,甲は (10),(ll)セ与えられるo
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Nqは電子が 1個あるため,格子振動の振動数がふえる効果をあらわしている
1

が,.fq2は 音のオーダーであるゆえ無視され ,Nqは通常のブランク分布と考
えてよい｡

Ep-Fp-T崇 よりフォノン系の-ネ-ギーを無視 して Epは次の式で
与えられる｡

2
E' = 軸 /mVsp
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r12)

(ll),(12)は無次元化の形で Pcrschと一致するO

･q～ - ,γ-雪 としてフォノンの分布槻 絹 温近似を用いると (ど

γ

q mVs

ェゾの時vCは mv2二三0.1oK ゆえヘ リウム温度で も許される) (ll),(12)S

はKpの小さい領域にかいて (ll)'･ (12)'と変形されるo
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(12)′を Kpの 2次まで展開して,十分小さを KpUC対して 読 laTOn ⅡaSS

を求めると (15), (14)で与えられる｡

軸 ニー等 cn .q!･.2,;2T｡ 意 (15)

･米 - 皿 〔 .･諾 く
(" rl 2 (1+r+qm/2)

言 〉〕 (14)

polaron maSSの band massよりのずれは, (14)の形か ら小さいことが

わかる｡我々は (ll)′, (12)′を数値的に解いて,この有限温度の分散関係
4)

を Osaka の結果 と比較 しようとしている｡
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